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１.高齢者移動支援について

発行人　もりや英明後援会

もりや英明
なんでも無料

相 談
窓 口

①　利用人数については、当初の４倍以上に増加したが、月
に４００人程度に留まっている。利用者の多くは、高齢者で
あり病院や買い物が主な目的である。AIを活用しており
費用対効果があまり良くないことから、３年目は綾歌町富
熊・栗熊地区において、AIを使わず実証実験を行い利用デ
ータを比較・検証したい。

②　ライドシェア導入については、タクシー事業者が許可を
得て、実施するものであり、事業実施意向を持つタクシー
事業者が必要となることから、現時点における導入は難し
い。

答　弁（都市整備部長・健康福祉部長）
現在、免許証の返納等により交通手段を持たない高齢

者の数は、年々増加し続けており、その移動手段の需要
も増加し続けている。特に団塊の世代が全て７５歳を迎
える２０２５年以降、この高齢者の移動支援については、緊
急かつ重要な問題である。地元ボランティアによる「お出
かけ便」は移動手段を持たない高齢者にとり、ドア・トウ・
ドアによる移動は非常に喜ばれ、価値ある事業と考える
が、運転手不足から事業の拡大・充実が進まない。

①　郡家地区で２年間、実証実施したデマンドタクシー
の成果および改めて地区を変えて実証実験を行う目
的は？

②　地元ボランティアで行っている「お出かけ便」へのラ
イドシェア制度の導入を提案するが、市の考えは？

質　問

もりや英明
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もりや英明活動日誌
6日
8日
12日

14日
15日
18日
19日
25日
26日
28日

30日

御用はじめ
小学校始業式
丸亀市消防出初式 
丸亀市二十歳の成人式
全員協議会
議会運営委員会
ハーフマラソン説明会
金山隣保館新築安全祈願祭
住民座談会
広島町訪問
１月臨時議会
全員協議会
議会運営協議会
総務委員協議会

2
　
月

2日
4日
5日
12日
13日
14日
18日

19日
22日
26日
28日

丸亀ハーフマラソン大会
G１四国地区選手権セレモニー
教育委員会表彰式
新市民会館事前説明会
土地開発公社理事会
八丈池ソーラー説明会
議会運営委員会
市民会館特別委員会
教育民生委員会協議会
全員協議会  
アーバンスポーツフェスタ
３月定例議会　開始（～３/２５）
代表質問 

「住みよいまちづくり」のために、皆様のご相談をお伺いしております。 

①　防犯灯・カーブミラーの設置 　　⑤　生活保護の受給申請　
②　市道・私道の修繕舗装  　　⑥　ひとり親家庭医療給付　　
③　空き家除去申請  　　⑦　新規農機具購入補助　
④　保育所への入所手続き 　　⑧　こども医療給付　 ほか
  　 ご用の方は下記までご連絡下さい。

【相談内容】

今回、３月議会におきましては、大綱５点につきまして質問させて頂きました。

もりや英明活動報告書
皆様、いつも変わらぬご支援に感謝申し上げます。
今後も「地域のために働きます！！」をモットー
に、安心・安全なまちづくりのために全力で取り組
んでまいります。

丸亀市議会議員



２．自治会加入促進に関する条例制定について

３．地域医療について

４．デジタル技術を活用した災害対策について

５．再生可能エネルギー施設の適正な設置に関する条例の制定について

令和７年  ３月議会提出議案

丸亀市市政２０周年事業

【主な内容】
議案第３号から議案１０号まで令和６年度一般会補正予算

５１億5,898万8,000円の増額
　　①　広島茂浦・市井地区テレビ放送共同受信施設改修工事　７４７万２千円
　　②　後期高齢者医療療養給費負担金　3,232万４千円
　　③　有害鳥獣確保事業費　　７４３万円　　
　　④　地籍調査事業費　　8,002万円　　ほか
議案第１８号から議案２６号まで　令和７年度一般会予算

７７１億5,898円　前年度比８０億円増額
①こども家庭センター事業費4,080万３千円
　※「こども家庭センター」の設置に伴い、支援体制の強化を行う。
②災害用備品購入費１億６９７万７千円
　※避難所環境改善のため、各種資機材の整備を行う。
③瀬戸内国際芸術祭事業費7,804万６千円
　※R７年度開催予定の芸術祭に関する事業費ほか

①　平成２６年度が５６．６％、令和元年度が５２．３％、そし
て令和６年度が４６．４％。
②　市内分譲マンションの入居者に啓発チラシ等の配布
を行った。
③　自治基本条例の中にも「市民の自主性を基本とした
自治活動の尊重」が明記されており、条例化は困難で
ある。

答　弁（協働推進部長）
自治会加入率の低下が進行した場合、住民同士
の交流や、自治会が担っている防災や防犯、そし
て、ごみ拾いといったまちの環境美化など、公益的
な取り組みが更に減少、または停滞する恐れが予
想される。自治組織の維持は住民にとっても行政
にとても重要である。
①　自治会加入率の推移は？
②　加入率増加に向けた取組み及び成果？
③　自治会加入促進に関する条例制定に対する
市の考えは？

質　問

「第２次丸亀市健康増進計画」などに基づきながら医師
会等の協力のもと、市民への健康に関する啓発や健診の
実施などを中心に推進する医療の逼迫については、中讃
広域２市３町に坂出市、宇多津町、綾川町を加えた３市５町
と県が連携しながら、病院の運営補助と施設整備補助を
行い、地域医療の維持、継続を図っていく。

答　弁（保健福祉部長）
2025年には団塊の世代がすべて75歳を迎える

ため、後期高齢者の急増が予想されており、人口の
構造は大きく変わり、医療に対するニーズや医療
体制にも変化が生じることが予測されている。医療
機関の機能分化及び連携を通じて質の高い医療を
効率的に推進することが求められており、その対策
として、医療機関を機能別に高度急性期・急性期・回
復期・慢性期に分け在宅医療の充実や医療従事者
の確保を推進している。本市の対応は？

質　問

罹災証明発行のシステム導入については、県管理の被
災者支援システムの導入の検討が開始されており、機能
面やコスト面などを総合的に勘案し、導入に向け検討す
る。マイナンバーカードを活用した避難所情報の把握に
ついては、カードの携行率が高まった際に活用できる様
に調査研究していく。

答　弁（市長）
南海トラフ地震や様々な自然災害発生に備え、
危機管理課においては各種事業を実施し、本市に
おける危機管理体制も年々、レベルアップしている
が、これら事業が実際の災害発生時に即したものと
なる様にデジタル技術の導入を提案したい。東か
がわ市では、災害発生時の迅速な罹災照明の発行
のため新しくシステムを導入した。本市におけるデ
ジタル化の状況並びに今後の計画は？

質　問

まずは、事業者が市内の土地やため池等で太陽光発電
事業を実施する際の手続きや、周辺住民への事業説明を
定めた要綱の制定に向け準備を進めている。条例の制定
に向けては、環境審議会や議会の意見も聞きながら進め
ていきたい。

答　弁（産業生活部長）
昨年１２月議会において、「再生可能エネルギー
施設の適正な設置に関する条例の制定に関する
請願」が地元住民より提出され、審議の結果、賛成
多数により採択されたところであるが、条例制定に
向けた取組みはどの様な状況なのか？

質　問

 平成17年3月22日に「新」丸亀市としてスタートした丸亀市
は、令和7年3月22日に市制施行20周年を迎えます。この節
目となる機会をとらえ、 市民全体で祝い、夢と 希望あふれ
る本市のさらなる飛躍に向けて、「丸亀市市制施行20周年
記念事業」が実施されます。

窓を積み上げた個性的な外観から着想。
丸亀市民会館が人と人をつなぐ「窓」
人と世界（文化芸術）をつなぐ「窓」
独自の文化を発信する「窓」
になることへの願いが込められています。

新市民会館の名称が
決まりました。

２月２６日から３月２５日までの間、定例３月議会が開催され、
下記の議案について審議されます。


